
日本には様々な民族が暮らしています。このような社会を生きる一員と

して、私たちがより良い社会をつくっていくためには、それぞれの民族の

歴史や文化を知り、認め合うことが大切です。

北海道で独自の言葉や文化を育んできた日本の先住民族であるアイヌ

民族やアイヌ文化に興味を持ち、より深く知ることで、日本文化のさまざ

まな発展のヒントが得られると思います。

ぜひこの機会にアイヌ民族について考えてみましょう。

北海道東川町では、多様な文化と国内外の交流を推進し、多文化共生のまちづくりに取り組んでいます。

その一環として、 2023 年には大雪山文化と、大雪山系のふところで生きるアイヌの文化を広めるとともに、

差別のない世界（＝多文化共生社会）を次世代に伝えることを目的に、東川町 とさまざまな機関・団体と連

携して“オール北海道”で作り上げた映画「カムイのうた」を製作。 2024 年以降はその映画に込められた想

いを、若い世代をはじめより多くの方に気軽に触れていただけるよう、㈱北海道新聞社と連携してアイヌ共

生プロジェクト「カムイのうたの学校」を発足し、多文化共生社会の実現と継承に取り組んでいます。

話す言葉や習慣、食べ物、考え方が違う人たちがいて、

一緒に暮らしている社会のことを「多文化共生（たぶんかきょう

せい）」といいます。相手の文化を学び、

ちがいを受け入れることも大切です。

多文化共生ってなんだろう？

さまざまな文化を知り、お互いを

認めることで素敵な社会になるね！

みんなでつくろう

アイヌ文化に学ぶ暮らしのヒント

アイヌ共生プロジェクト「カムイのうたの学校」

×
アイヌ共生プロジェクト

広告

アイヌ文化を学ぼう
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